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出
典
：『
撰
要
永
久
録 

御
触
事
之
部
』
第
十
五 

 

今
回
は
、
江
戸
時
代
の
指
名
手
配
書
で
あ
る
「
人
相
書
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。
現
代

の
指
名
手
配
書
は
本
人
の
写
真
が
添
付
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、変
装
パ
タ
ー
ン
や「
ふ

け
顔
」
の
予
測
ま
で
画
像
化
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

【
史
料
】
人
相
書
之
事
（
延
享
三
年
十
月
） 

 

  

     

（
中
略
） 

 

 

古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座 

第
十
一
回 

江
戸
の
人
相
書
「
日
本
左
衛
門
指
名
手
配
」 

平
成
二
十
三
年
二
月

 

東
京
都
公
文
書
館
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【
史
料
の
解
読
】 

（
解
読
文
） 

 
 
 

人
相
書
之
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
右
衛
門
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濱
嶋
庄
兵
衛 

一 

せ
ひ
五
尺
八
九
寸
程 

小
袖
鯨
さ
し
三
尺
九
寸
程 

一 

歳
弐
拾
九
歳 

 
 
 

見
掛
三
拾
壱
弐
歳
ニ
相
見
候 

一 

月
額
濃
引
疵
壱
寸
五
分
程 

一 

色
白
歯
並
常
之
通 

 
 

一 

鼻
筋
通
り 

一 

目
中
細
ク 

 
 
 
 
 

一 

皃
お
も
長
な
る
方 

一 

ゑ
り
右
之
方
江
常
か
た
き
罷
在
候 

一 

ひ
ん
中
ひ
ん 

中
少
し
そ
り
元
ゆ
ひ
十
ヲ
程
ま
き 

一 

逃
去
り
候
節
着
用
之
品 

 
 
 
 

こ
は
く
ひ
ん
ろ
う
し
わ
た
入
小
袖 

 
 
 
 
 

但
紋
所
丸
之
内
橘 

 
 
 
 

下
ニ
単
物
萌
黄
紬 

紋
所
同
断 

 
 
 
 

同
白
郡
内
ち
ば
ん 

 
 

(

中
略) 

一 

鼻
紙
袋
萌
黄
羅
紗
う
ら
金
入
り 

一 

印
籠 

 

但
鳥
の
ま
き
絵 

 

右
之
通
悪
党
仲
間
ニ
而
者
異
名
日
本
左
衛
門
与
申
候
其
身
ハ
曽
而 

 

名
乗
不
申
候 

 

右
之
通
之
も
の
於
有
之
者
其
所
々
ニ
留
置
御
料
者
御
代
官
私
領
ハ 

 

領
主
地
頭
江
申
出
夫
よ
り
江
戸
京
大
坂
向
寄
奉
行
所
へ
可
申
達
候
尤 

 

見
及
聞
及
候
ハ
ヽ
其
段
可
申
出
候
若
隠
置
後
日
脇
よ
り
相
知
候
ハ
ヽ
可
為 

 

曲
事
候 

 
 

寅
十
月 

 

右
之
趣
可
被
相
触
候 

   

人 
 

相 
 

書 
 

之 

事 
 
 

 

十 

右 

衛 

門 

事 

 

濱 

嶋 
 

庄 

兵 

衛 

 

一 
 

せ 

ひ 
 

五 

尺 

八
九 

寸 

程 
 
 

小 

袖 

鯨 

さ 

し 
 

三 

尺 

九 

寸 

程 

 

一 
 

歳 
 

弐 
 

拾 

九 

歳 
 
 
 
 
 
 
 

見 

掛 

三 

拾 

壱 

弐 

歳 

ニ 

相 

見 

候 

 

一 
 

月  

額  

濃 
 

引 
 

疵 

壱 

寸 

五 

分 

程 

 

一 
 

色 
 

白 
 

歯 
 

並 
 

常 
 

之 

通 
 
 
 
 

一 

鼻 
 

筋 
 

通 

り 

 

一 
 

目 

中 
 

細 

ク 
 

 

一 
 

皃 
 

お 

も 

長 

な 

る 

方 

 

一 
 

ゑ 

り 
 

右 

之 

方 

江 

常 
 

か 

た 

き 

罷 

在 

候 

 

一 
 

ひ 

ん 
 

中 
 

ひ 
 

ん 
 
 
 

 

中 
 

少 

し 
 

そ 

り 
 

元 

ゆ 

ひ 

十 

ヲ 

程  

ま 

き 

 

一 
 

逃 
 

去 

り 

候 

節 
 

着 
 

用 
 

之 

品 

 

こ 

は 

く 
 

ひ 

ん 

ろ 

う 

し 
 

 

わ 

た 

入 

小 

袖 

 

但 

紋 

所 

丸 

之 

内 

橘 

 

下
ニ 

単 
 

物 
 

萌 

黄 

紬 

紋 

所 

同 

断 

 

同 
 

白 

郡 
 

内 

ち 
 

ば 

ん 
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（
中
略
） 

一 
 

鼻 

紙 
 

袋 
 

萌 

黄 

羅 

紗 
 

う 
 

ら 
 

金 

入 

 

一 
 

印 
 

籠 
 
 
 
 
 
 

但 

鳥 
 

の 
 

ま 
 

き 

絵 

 

 

右 

之 

通 

悪 
 

党 
 

仲 
間 
ニ
而 

者 
 

異 

名 

日 

本 

左 

衛 

門 

与 

申 

候 

其 

身 

ハ
曾 

而 

 

名 

乗 

不 

申 

候 

 

右 

之 

通 

之 

も 

の 

於 

有 

之 

者 
 

其 

所
々 
ニ 

留 

置 
 

御 

料 

者 

御 

代 

官 

私 

領
ハ 

 

領 

主 

地 

頭
江 

申 

出 

夫 

よ
り
江 

戸 

京 

大 

坂 

向 

寄 
奉 
行 

所 

へ 

可 

申 

達 

候 

尤 

 

見 

及 
 

聞 

及 

候
ハ
ヽ 

其 

段 

可 

申 

出 

候 

若 

隠 
 

置 

後 

日 

脇
よ
り 
相 

知 

候
ハ
ヽ
可 

為 

 

曲 

事 
 

候 

寅 

十 

月 
 
 

 

 

右 

之 

趣 

可 

被 

相 

触 

候 

 

 
【
読
み
下
し
文
】 

 
 
 

人
相
書
き
の
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
右
衛
門
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浜
嶋
庄
兵
衛 

一
、
せ
ひ
（
背
）
五
尺
八
九
寸
程 

小
袖
鯨
さ
し
三
尺
九
寸
程 

一
、
歳
弐
拾
九
歳 

 
 
 

見
掛
け
三
拾
壱
弐
歳
に
相
見
え
候 

一
、
月
額
（
さ
か
や
き
）
濃
、
引
疵
壱
寸
五
分
程 

一
、
色
白
、
歯
並
び
常
の
通
り 

 

一
、
鼻
筋
通
り 

一
、
目
中
細
ク 

 
 
 
 

一
、
皃
お
も
長
（
面
長
）
な
る
方 

一
、
え
り
右
の
方
え
常
か
た
き
（
傾
き
）
罷
り
あ
り
候 

一
、
ひ
ん
（
鬢
）
中
ひ
ん 

中
少
し
そ
り
、
元
結
十
ヲ
程
ま
き 

一
、
逃
去
り
候
節
着
用
の
品 

 
 
 
 

こ
は
く
（
琥
珀
）
ひ
ん
ろ
う
し
（
檳
榔
子
）
わ
た
（
綿
）
入
小
袖 

 
 
 
 
 

但
紋
所
丸
の
内
橘 

 
 
 
 

下
に
単
物
萌
黄
紬
、
紋
所
同
断 

 
 
 
 

同
白
郡
内
ち
ば
ん
（
襦
袢
） 

（
中
略
） 

一
、
鼻
紙
袋
、
萌
黄
羅
紗
う
ら
金
入
り 

一
、
印
籠 

 

但
鳥
の
ま
き
（
蒔
）
絵 

 

右
の
通
り
悪
党
仲
間
に
て
は
異
名
日
本
左
衛
門
と
申
し
候
、
其
の
身
は
曾
て 

 

名
乗
り
申
さ
ず
候 

右
の
通
り
の
も
の
こ
れ
有
る
に
於
い
て
は
其
の
所
々
に
留
め
置
き
、
御
料
は
御
代
官
、

私
領
は 

領
主
地
頭
え
申
し
出
、
そ
れ
よ
り
江
戸
京
大
坂
向
寄
（
も
よ
り
）
奉
行
所
へ
申
し
達
す
べ

く
候
、
尤 

見
及
び
聞
き
及
び
候
わ
ば
其
の
段
申
し
出
づ
べ
く
候
、
若
し
隠
し
置
き
、
後
日
脇
よ
り

相
知
れ
候
わ
ば 

 

曲
事
た
る
べ
く
候 

 
 

寅
十
月 

 

右
の
趣
相
触
れ
ら
る
べ
く
候 
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【
語
句
解
説
】 

＊ 

月
額
＝
さ
か
や
き 

 

通
常
月
代
と
書
く
。
江
戸
時
代
、
成
人
の
男
性
が
額
か

ら
頭
上
に
か
け
て
髪
を
剃
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
剃
っ
た
部
分
の
こ
と
。 

 

＊ 

ひ
ん
＝
鬢
＝
び
ん 

 

頭
の
左
右
側
面
、
耳
際
の
髪
。 

 

＊ 

こ
は
く
＝
琥
珀 

 

絹
織
物
の
一
種
で
あ
る
琥
珀
織
の
こ
と
。
緯
糸
（
よ
こ
い

と
）
の
方
向
に
低
い
畦
が
あ
る
平
織
物
で
、
帯
・
袴
地
等
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。 

 

＊ 

ひ
ん
ろ
う
し
＝
檳
榔
子
＝
び
ん
ろ
う
じ 

 

ヤ
シ
科
の
植
物
檳
榔
樹
の
果
実
。

薬
用
・
染
色
用
と
す
る
。
こ
こ
で
は
檳
榔
子
染
め
で
染
め
た
赤
み
を
帯
び
た
暗

黒
色
の
こ
と
。 

 

＊ 

ち
ば
ん
＝
襦
袢
＝
じ
ゅ
ば
ん 

 

＊ 

羅
紗
＝
ら
し
ゃ 

 

紡
毛
を
密
に
織
っ
て
起
毛
さ
せ
た
厚
地
の
毛
織
物
。 

【
解
説
】 江

戸
の
人
相
書    

日
本
左
衛
門
指
名
手
配 

■
江
戸
時
代
の
指
名
手
配 

 

今
回
の
解
読
用
文
書
は
、
犯
罪
者
の
全
国
指
名
手
配
書
で
す
。
江
戸
時
代
に
は

「
人
相
書
」
と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
の
指
名
手
配
書
は
本
人
の
写
真
が
添

付
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
変
装
パ
タ
ー
ン
や
「
ふ
け
顔
」
の
予
測
ま
で
画
像
化

し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
写
真
す
ら
な
か
っ
た
江
戸
時
代
に
は
、
氏
名
・

年
齢
・
生
国
に
続
い
て
背
格
好
や
容
貌
、
着
物
・
所
有
品
、
し
ゃ
べ
り
方
の
特
徴

な
ど
を
言
葉
で
列
挙
し
て
い
く
形
式
で
し
た
。 

■
浜
島
庄
兵
衛
の
容
貌 

 

は
た
し
て
そ
ん
な
人
相
書
の
記
述
か
ら
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
例
文
の
浜
島
庄
兵
衛
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。 

 

ま
ず
「
せ
い
」
す
な
わ
ち
身
長
は
五
尺
八
・
九
寸
と
い
い
ま
す
か
ら
一
七
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
男
で
す
。
顔
は
と
い
う
と
色
白
で
面
長
、
鼻
筋
は
通

り
、「
目
中
細
く
」
と
い
い
ま
す
か
ら
切
れ
長
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

濃
い
月
代
に
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
引
き
傷
を
見
せ
て
い
た
と
い
い
ま
す
か

ら
な
か
な
か
凄
み
の
あ
る
い
い
男
で
す
。
さ
ら
に
琥
珀
織
り
と
い
う
絹
織
物
を
、

ビ
ン
ロ
ウ
ジ
ュ
の
果
実
を
利
用
し
た
染
色
法
で
赤
み
を
帯
び
た
暗
黒
色
に
し
た

小
袖
を
着
て
、
丸
の
内
に
橘
の
紋
所
も
見
せ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
人
目

を
忍
ぶ
盗
賊
の
ス
タ
イ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
持
ち
物
の
鼻
紙
袋
は
萌
黄
色
の
羅

紗(

ポ
ル
ト
ガ
ル
由
来
の
厚
地
の
毛
織
物)

、
印
籠
に
は
鳥
の
蒔
絵
が
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
相
当
に
目
立
つ
伊
達
男
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 

■
白
浪
五
人
男
・
日
本
駄
右
衛
門
の
モ
デ
ル 

 

さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
特
徴
的
な
人
物
で
あ
れ
ば
江
戸
時
代
の
人
相
書
で
も
相

当
の
有
効
性
を
も
っ
た
で
し
ょ
う
。
大
勢
の
手
下
を
率
い
て
東
海
道
筋
を
荒
ら
し

ま
わ
っ
た
強
盗
の
首
領
、
浜
島
庄
兵
衛
は
指
名
手
配
さ
れ
た
翌
年
の
延
享
四
年(

一

七
四
七)

正
月
、
京
都
町
奉
行
所
に
自
首
し
、
江
戸
へ
護
送
さ
れ
た
後
、
三
月
一
一

日
、
江
戸
市
中
引
き
廻
し
の
上
打
ち
首
と
な
り
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
こ
の
人
相
書
に
よ
れ
ば
浜
島
庄
兵
衛
は
仲
間
内
で
「
日
本
左
衛
門
」

と
の
異
名
を
と
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
大
き
な
名
前
で
す
。
す
で
に
お
気
づ
き

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
彼
、
浜
島
庄
兵
衛
こ
そ
、
幕
末
の
河
竹

黙
阿
弥
作
「
白
浪
五
人
男
」(

正
式
名
「
青
砥
稿
花
紅
彩
画
」)

に
登
場
す
る
賊
徒

の
首
領
、
日
本
駄
右
衛
門
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
大
盗
賊
な
の
で
し
た
。 

 

も
と
よ
り
「
盗
み
は
す
れ
ど
非
道
は
せ
ず
」
と
い
う
義
賊
イ
メ
ー
ジ
は
虚
像
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
幕
末
に
編
集
さ
れ
た
町
触
集
「
撰
要
永
久
録
」
の
中
で
、
私

た
ち
は
大
盗
賊
の
在
り
し
日
の
実
像
と
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま

た
古
文
書
学
習
の
楽
し
さ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

【
参
考
文
献
】 

竹
内
誠
『
元
禄
人
間
模
様
―
変
動
の
時
代
を
生
き
る
』(

二
〇
〇
〇
年
、
角
川
書
店) 

東
京
都
公
文
書
館
編
・
刊
『
都
史
紀
要
四
〇 

続
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
杜
』(

二
〇
〇
八

年) 
 

 

＊
出
典
史
料
で
あ
る
「
撰
要
永
久
録
」
に
つ
い
て
は
古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

座
第
一
回
「
生
類
憐
み
政
策
と
都
市
江
戸
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 


